
特集産後ケアを始めましょう
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助産師が行なう産後ケア その意義と大切にしたいこと 豊倉 節子

とよくら産後ケアハウスを訪問して 宮崎 雅子

【産後ケア施設紹介】

お産の家Be born産後養生院 たつの ゆりこ

宮下助産院 宮下 美代子

武蔵野大学附属施設 産後ケアセンター桜新町 萩原 玲子

まつしま病院 小竹 久美子

東京厚生年金病院 中島 陽子ほか

なぜいま「産後ケア」が求められるのか
お母さんに寄り添い必要な支援を考える 福島 富士子

【産後ケア，これだけは押さえておきたい】
◯母乳育児支援 菅原 光子

◯骨盤底のケア 中田 真木

◯メンタルヘルスケアと家族関係支援 宗田 聡

震災直後のお産を取りあげた助産師を石巻に訪ねて 菊地 栄

吉村𣳾典医師に聞く少子化対策の方向性 河合 蘭

CRSの子を授かって 当事者のお母さん 人に聞く 聞き手：大塚 寛子

風疹流行と人工流産増加の関係 加藤 茂孝

いのちをつなぐひとたち 杉本 充弘さん

周産期の生命倫理をめぐる旅 あたたかい心を求めて 仁志田 博司

災害時の母子保健 妊産婦を守る助産師の役割 吉田 穂波

助産よもやも話 進 純郎

いのちのささやき 宮崎 雅子

バルナバクリニック発 ぶつぶつ通信 冨田 江里子

まんが 母って大変。 山本 千恵子

今号特集は他人事ではなく，自分のこととして受け止めました。知らなか

った，ということが一番の後悔になるのであれば，若い男子・女子には10代

から，子どもを授かることのできる適齢期を情報として伝えたいですね。そ

の先の選択肢は個人の自由だとしても。もし仕事をしながら妊娠・出産する

のであれば，家族での子育てが基本であることも伝えたいことです。(竹内)

来月号では産後ケアを特集します。女優さんが韓国の産後調理院を利用さ

れたニュースで注目されましたが，それはまったく特殊な事例ではなく，晩

産化・核家族化のなかで多くのお母さんがもっているニーズなのだと思いま

す。特集では専門施設，助産院，病院，それぞれですでに実践を始めている

方々にご登場いただきます。ぜひご覧ください (栗原)
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